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刀す

連

自

注

歌

長
諸

本

よ

び

成

立

お

｜
｜
！
宗
長
は
古
今
伝
授
し
た
れ
ど
も
あ
ま
り
念
を
も
い
れ
な
ん
だ
な
り
。
我
は

連
歌
し
に
て
こ
そ
あ
れ
道
を
っ
た
へ
て
な
に
す
べ
き
事
に
も
あ
ら
ず
。
連
歌
の

っ
け
あ
、
ち
だ
に
よ
く
ば
と
い
う
て
あ
ま
り
か
ま
は
な
ん
だ
と
な
り
。

耳
底
記

l
l

一
、
天
満
宮
本
・
京
大
頴
原
本

「
出
店
長
連
歌
自
注
」
（
以
下
連
歌
内
注
と
略
記
）
は
、
宗
祇
没
後
の
連
歌
界
の

指
導
的
な
地
位
に
あ
っ
た
宗
長
が
、
白
句
の
中
か
ら
付
句
（
二
句
一
連
）
一
九

九
旬
、
発
句
三

O
句
を
え
ら
ん
で
各
句
に
注
を
施
し
な
が
ら
、
連
歌
の
本
歌
本

説
や
寄
合
付
等
に
つ
い
て
教
示
し
た
書
で
、
興
津
藤
兵
衛
尉
正
信
宛
の
も
の

〔注
l
v

と
、
壬
生
下
総
守
綱
雄
宛
と
の
二
部
か
ら
な
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
「
桂
宮
本
叢
書
第
十
八
巻
連
歌
付
」
に
「
他
に
所
伝
を
き
か
な
い
孤
本
」
と

し
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
と
し
て
他
に
次

の
二
本
が
あ
る
。
た
い
ふ
し
二
本
と
も
興
津
宛
連
歌
自
注
で
、
壬
生
宛
の
も
の
は

含
ま
な
い
。
以
下
、
こ
t
A

で
扱
う
宗
長
連
歌
自
注
と
は
興
津
藤
兵
衛
尉
宛
の
も

の
を
き
す
。

を

中

d心

重

裕

巳

松

そ
の
付
大
阪
天
満
宮
文
庫
蔵
本

大
本
会
二
×
二
六
・
三
）
一
冊
。
渋
茶
表
紙
。
題
簸
に
「
柴
屋
軒
宗
長

随
筆
」
と
あ
り
、
そ
の
右
に
や
L
細
字
で
「
山
田
の
す
き
み
」
と
併
記
。

内
題
な
し
。
墨
付
八
三
枚
。
近
世
初
期
写
。
付
句
一
九
七
句
（
春
二
一

旬
、
夏
九
旬
、
秋
三
一
旬
、
冬
二

O
句
、
恋
二
九
旬
、
雑
八
八
句
）
、
発

句
二
八
旬
。

そ
の
付
京
都
大
学
頴
原
文
庫
本

桝
形
本
（
一
五
・
五
×
一
六
・

O
）
一
冊
、
薄
茶
表
紙
。
左
肩
に
題
祭
の

剥
離
し
た
あ
と
あ
り
。
そ
の
上
に
墨
き
で
「
貞
徳
筆
」
と
あ
る
。
内
題
な

し
。
墨
付
六
八
枚
。
付
句
一
九
九
句
、
発
句
一
二

O
句。

連
歌
自
注
三
本
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
後
に
校
異
表
に
一
不
す
と
お
り

で
あ
る
が
、
こ
の
表
か
ら
以
下
の
事
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
お
け
る
字

句
の
異
向
は
、
か
な
り
多
く
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
テ
ニ
ヲ
ハ
や
未
梢

的
な
語
句
程
度
の
も
の
で
、
全
体
的
に
は
ほ
丈
一
致
し
、
文
意
に
影
響
を
与
え

る
ほ
ど
の
も
の
は
少
な
い
。
し
か
し
、
三
本
間
に
直
接
の
親
子
関
係
は
認
め
ら

れ
な
い
。
次
に
、
全
体
の
校
異
項
（
本
文
の
み
）
五
二
四
個
所
の
中
、

ω桂
宮

本
と
京
大
本
と
の
合
致
率
を
百
分
比
で
示
す
と
二
三
%
伸
天
満
宮
本
と
桂
宮

- 27一



本
と
の
合
致
率
は
一
二
%
付
天
満
宮
本
と
京
大
本
と
は
四

O
Zで
あ
る
こ
と

か
ら
、
天
満
宮
本
と
京
大
本
と
が
も
っ
と
も
近
く
、
つ
い
で
桂
宮
本
と
京
大

本
、
第
三
に
校
宮
本
と
天
満
宮
本
の
順
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
校
宮
本
に
み
ら

れ
る
イ
本
の
注
記
か
ら
考
察
す
る
と
、
桂
宮
本
に
も
っ
と
も
独
自
異
文
が
多
い

と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
三
本
は
以
上
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
な
が
ら
も
、
全
体
的
な
面

か
ら
い
え
ば
、
付
京
大
本
・
天
満
宮
本
は
桂
宮
本
に
対
し
て

1
、
部
立
を
設

け
な
い

2
、
排
列
（
鴎
ケ
所
）
の
二
点
に
お
い
て
異
な
り
、
口
天
満
宮
本
は

京
大
本
・
桂
宮
本
に
対
し
て

1
、
版
文

2
、
脱
落
（
あ
る
い
は
省
略
か
。
七

ケ
所
）

3
、
評
語
「
ゅ
う
」
の
一
一
一
点
に
つ
い
て
独
自
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

上
述
の
諸
点
か
ら
総
合
判
断
す
る
と
、
桂
宮
本
と
天
満
宮
と
が
両
端
に
あ
っ

て
京
大
本
は
そ
の
混
合
本
と
考
え
て
お
き
た
い
。
な
お
、
さ
き
に
桂
宮
本
は
多

く
の
独
自
異
文
を
も
っ
と
述
べ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
底
本
を
再
検
討
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
多
少
訂
正
し
得
る
個
所
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
天
満

宮
本
の
「
敏
文
」
を
本
書
の
成
立
問
題
と
か
ら
ま
せ
な
が
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。

桂

宮

本

・

京

大

本

の

「

政

文

」

（

話

一

M
M林
ブ
ン
）

愚
句
寄
合
付
の
事
数
年
承
候
、
さ
ら
に
い
づ
れ
を
、
そ
れ
と
も
い
ひ
か
た
く

は
侍
れ
と
、
此
度
熱
海
湯
治
中
、
い
さ
L
か
つ
与
し
る
し
あ
つ
め
、
叉
こ
t
A

に
キ

も
と
ま
で
此
此
の
愚
句
中
、
か
な
ら
す
寄
合
と
は
な
け
れ
と
本
一
時
な
と
を
を

か
て
て
キ
ひ
キ

よ
そ
書
加
候
、
老
か
お
ほ
え
の
事
の
み
お
ほ
か
る
へ
く
候
、
比
興
々
々

×
×
×

x

x

x

x

x

x

x

 

興

津

藤

兵

衛

尉

殿

宗

長

判

天
満
宮
本
の
「
政
文
」

此
一
冊
は
駿
河
国
興
津
名
乍
の
桁
き
あ
り
、
六
七
年
か
け
て
問
中
旬
の
心
を
柳

見
え
し
る
し
て
と
懇
切
一
せ
し
化
、
と
か
く
し
て
去
年
の
夏
六
月
、
伊
勢
山
田

一
品
惚
の
筆
の
ず
さ
ひ
に
室
一
て
つ
か
は
し
侍
り
、
い
か
与
し
て
安
元
ま
て
ち
り

ほ
ひ
の
ほ
り
け
る
事
也
、
は
つ
か
し
／
＼
、
比
興
々

十
一
月
二
日
於
有
馬
湯
治
書
之
宗
長

二
、
連
歌
自
注
の
成
立

本
書
の
成
立
は
、
桂
宮
本
叢
書
解
題
に
、
発
句
の
部
巻
頭
の
「
七
十
の
春
を

の
み
つ
む
わ
か
な
か
な
、
七
十
の
い
た
つ
ら
に
年
を
の
み
つ
み
侍
る
事
の
み
な

る
へ
し
」
に
徴
し
て
、
宗
長
七
十
歳
永
正
十
四
年
正
月
以
後
の
撰
注
と
の
目
安

を
た
て
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
発
句
の
部
の
「
有
明
や
空
に
霜
か
れ

（注
Z
）

の
花
す
L
き
」
の
句
は
、
大
永
三
年
冬
、
有
馬
の
児
屋
寺
で
の
詠
で
あ
る
か

ら
、
永
正
十
四
年
よ
り
さ
ら
に
六
年
降
っ
て
大
永
一
二
年
宗
長
七
六
歳
以
降
の
成

な
と
な
る
。

こ
与
で
天
満
宮
本
の
政
文
に
か
え
っ
て
み
よ
う
。

右
の
大
永
三
年
の
句
を
基
点
に
考
祭
を
す
L
め
る
と
、
「
去
年
の
夏
六
月
、

伊
勢
山
田
逗
留
」
は
大
、
氷
二
年
七
月
の
伊
勢
下
向
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
つ
ま
り
こ
の
年
宗
長
は
宇
津
山
の
草
庵
を
五
月
に
出
発
し
、
小
夜
の
中

山
、
浜
名
、
勝
山
、
苅
屋
等
を
経
て
七
月
下
旬
伊
勢
に
到
着
。
そ
し
て
八
月
四

（注
3）

日
か
ら
五
日
間
に
百
一
っ
て
伊
勢
千
句
を
ま
い
て
い
る
。
八
月
十
六
日
ま
で
山
田

滞
在
の
の
ち
、
越
前
朝
倉
教
且
一
の
許
を
目
ざ
し
て
出
立
し
た
も
の
の
、
途
中
亀

山
で
戦
乱
に
あ
い
、
九
月

μ日
再
び
山
田
に
引
き
返
し
、
以
後
十
月
ま
で
ほ
立

一
ヶ
月
滞
在
。
宗
長
の
伊
勢
下
向
は
前
後
六
回
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

戦
乱
に
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う
事
情
は
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
長
期
滞
在

（注
4

）

は
こ
の
回
限
り
で
あ
っ
て
、
「
山
閃
辺
倒
の
準
の
す
さ
び
」
の
事
情
は
大
方
袋
小

せ
ら
れ
る
と
思
う
。

次
に
、

「
十
月
二
日
於
有
馬
湯
治
」
に
触
れ
て
み
る
。



大
永
二
年
十
月
伊
勢
を
発
っ
た
宗
長
は
、
山
城
国
薪
の
酬
恩
庵
に
て
越
年
。

翌
大
永
三
年
三
月
上
洛
し
て
三
条
西
実
隆
に
謁
。
四
月
十
一
日
、
紫
野
大
徳
寺

山
門
造
営
の
出
費
を
仰
ぐ
た
め
越
前
朝
倉
教
景
の
許
へ
下
向
。
大
任
を
果
し
て

の
帰
洛
は
九
月
中
旬
。
の
ち
江
州
観
音
寺
、
志
賀
、
京
四
条
坊
所
な
ど
で
発
句

詠
。
冬
に
は
有
馬
湯
治
。
こ
L
で
「
有
明
や
空
に
霜
か
れ
の
花
す
ふ
き
」
を
詠

む
。
再
び
酬
思
廊
に
て
越
年
。
翌
大
永
四
年
四
月
十
一
日
駿
河
帰
国
の
た
め
離

洛
。
以
上
大
永
二
、
一
二
年
の
宗
長
の
動
静
を
追
っ
て
み
た
が
、
政
文
の
「
十

一
月
二
日
」
の
「
有
馬
湯
治
」
は
、
山
門
造
営
費
勧
進
に
奔
走
し
、
そ
の
大
任

を
果
し
た
後
の
有
－
烏
湯
治
で
あ
る
と
ほ
X
断
定
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
「
伊
勢
山
田
逗
留
・
十
一
月
二
日
有
馬
湯
治
」
を
一

応
の
結
論
に
導
き
え
て
も
、
な
お
一
つ
の
疑
点
が
の
こ
る
。
そ
れ
は
「
去
年
の

夏
六
月
」
で
あ
る
。
現
存
資
料
に
よ
れ
ば
宗
長
の
伊
勢
下
向
は
、
上
述
の
よ
う

ハ注
5
V

〔注
6
〉

に
長
享
二
年
七
月
（
四
一
歳
〉
、
延
徳
二
年
初
夏
（
四
三
歳
〉
、
永
正
二
年

7
V

（注
S
V

ベ
注
》

六
月
頃
（
五
八
歳
〉
、
、
流
証
斗
l

三
年
六
月
末
（
六
九
歳
）
、
永
正
十
六
年
八
月

頃
（
七
二
歳
）
大
永
二
眠
包
月
下
旬
（
七
五
歳
〉
の
、
六
回
を
確
か
め
う
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
夏
の
訪
問
は
二
、
三
、
四
回
の
そ
れ
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
か
り
に
本
書
の
執
筆
の
上
限
を
七
O
歳
に
お
き
、
前
年
の
伊
勢
下
向
の
永

正
十
三
年
六
月
末
を
採
る
と
し
て
も
、
永
正
十
四
年
中
に
「
有
馬
湯
治
」
の
記

録
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
本
書
の
、
発
句
の
部
の
例
句
を

も
っ
と
も
有
力
な
資
料
と
し
て
、
「
去
年
夏
六
月
」
は
宗
長
の
記
憶
違
い
と
す

る
か
、
又
は
、
新
し
い
資
料
を
待
つ
以
外
に
な
い
。

こ
与
で
桂
宮
本
、
京
大
本
の
「
政
文
」
に
戻
る
。
例
句
に
大
永
三
年
の
発
句

を
有
す
る
以
上
、
こ
与
に
云
う
「
此
麗
熱
海
湯
治
」
も
大
永
三
年
以
降
と
な
る

円注
U）

わ
け
だ
が
、
宗
長
の
熱
海
湯
治
は
、
生
涯
を
通
じ
て
も
享
禄
三
年
十
二
月
一
日

ハ
注
ロ
〉

（
八
三
歳
）
、
死
の
前
年
享
禄
四
年
六
月
頃
の
二
回
に
過
ぎ
な
い
。
壬
生
下
総

守
宛
「
連
歌
自
注
」
が
八
O
歳
以
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
興
津
宛
自

注
と
壬
生
宛
自
注
と
に
た
だ
一
句
を
除
い
て
例
句
の
重
複
が
な
い
こ
と
は
、
両

書
の
成
立
時
期
が
接
近
し
て
い
ず
、
数
年
を
隔
て
た
別
の
時
期
に
な
っ
た
と
考

え
る
の
が
最
晩
年
の
作
品
と
し
て
も
至
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
稿
者
と

し
て
は
天
満
宮
本
の
政
文
を
採
り
、
桂
宮
本
、
京
大
本
の
政
文
を
退
け
て
、
興

津
宛
宗
長
連
歌
自
注
本
の
成
立
は
、
大
永
三
年
十
一
月
ニ
日
｜
大
永
二
年
秋
、

伊
勢
山
田
に
長
期
逗
留
の
靭
に
稿
を
草
し
、
翌
年
冬
多
少
の
手
直
し
を
し
な
が

ら
と
の
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

、
評
語
「
艶
・
ゅ
う
」

本
書
に
は
「
お
も
か
げ
」
「
余
情
」
「
有
心
」
「
幽
玄
」
な
ど
の
評
語
が
み

ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
中
世
の
歌
論
、
連
歌
論
の
枠
を
出
な
い
評
語
で
、
そ
こ
に

お
の
ず
か
ら
宗
長
の
連
歌
理
念
、
文
芸
意
識
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
を
探
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
こ
L
で
は
評

語
の
一
つ
で
あ
る
「
艶
・
ゅ
う
」
に
つ
い
て
の
疑
念
を
提
起
し
て
お
く
。

桂
宮
本
で
は
「
艶
」
が
七
ケ
所
、
「
ゆ
ふ
」
が
一
ケ
所
み
え
る
。
と
こ
ろ
が

京
大
本
、
天
満
宮
本
で
は
次
の
よ
う
な
異
同
を
み
る
。

罰
判
副
司
川
司
』
コ
判
ゴ
ゴ
コ
司
副
司
劃

一
桂
宮
本
一
ゆ
ふ
一
え
ん
一
艶
一
艶
一
艶
一
艶
一
艶
一
艶

ー

一

京

大

本

一

艶

一

え

ん

一

艶

一

艶

一

艶

一

艶

一

艶

一

艶

一
天
満
宮
本
一
ゅ
う
一
ゅ
う
一
ゅ
う
一
ゅ
う
一
ゅ
う
一
ゅ
う
一
ゅ
う
一
艶

（
注
〉
頁
数
は
桂
宮
本
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桂
宮
本
に
お
け
る
他
の
評
語
の
出
度
数
は
、
お
も
影
四
、
幽
玄
二
、
絵
情

一
、
有
心
二
、
う
ち
ひ
ら
め
四
で
、
「
艶
」
の
七
は
き
わ
だ
っ
て
多
い
。
し
か

し
表
に
示
す
よ
う
に
、
桂
宮
本
の
七
ケ
所
の
「
艶
」
は
天
満
宮
本
で
は
六
ケ
所

ま
で
が
「
ゅ
う
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
天
満
宮
本
に
も
「
艶
」
が
一
ケ
所

だ
け
あ
り
、
叉
、
桂
宮
本
の
「
ゆ
ふ
」
が
京
大
本
で
は
「
艶
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
誤
読
あ
る
い
は
誤
写
に
よ
る
異
同
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

「
歌
論
に
お
け
る
優
の
概
念
は
な
か
な
か
明
確
に
し
、
が
た
」
く
「
遠
島
御
歌

（
注
目
）

判
詞
に
は
三
ケ
所
に
見
え
る
」
「
優
」
は
、
例
え
ば
芝
草
句
内
岩
橋
（
本
能
寺

本
）
、
宗
長
百
番
連
歌
合
、
矢
嶋
小
林
庵
何
人
百
韻
な
ど
の
注
文
に
は
見
い
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
艶
」
は
芝
草
句
内
山
石
橋
に
十
二
ケ
所
、

宗
長
百
番
連
歌
合
に
四
ケ
所
、
壬
生
宛
自
注
に
一
ケ
所
み
ら
れ
、
心
敬
が
「
さ

L
め
ご
と
」
に
「
こ
の
道
に
入
ら
む
と
も
が
ら
は
先
づ
艶
を
む
ね
と
修
行
す
べ

き
事
と
い
へ
り
」
と
説
く
よ
う
に
、
「
艶
」
を
む
ね
と
す
る
こ
と
が
連
歌
修

行
の
基
本
で
あ
っ
た
。
か
t

ふ
る
点
か
ら
云
え
ば
、
自
注
本
の
性
格
と
し
て
は

「
艶
」
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
結
論
は
こ

L
で
は
明
確
に
し
が
た
い
。

壬
生
宛
連
歌
自
注
は
付
句
一

O
二
句
。
興
津
宛
連
歌
自
注
と
重
複
す

る
例
句
は
「
い
は
し
と
お
も
ふ
こ
i

ふ
ろ
も
そ
う
き
／
と
も
か
く
も
人
こ

と
き
か
ぬ
宿
も
か
な
」
の
一
句
の
み
、
八

O
歳
以
降
の
成
立
。

注
2
、
宗
宮
沢
手
記
（
瑚
臨
む
大
永
三
年
。

「
有
馬
の
湯
治
の
つ
い
で
に
。
川
A
M
m
d
に
て
。
し
な
か
と
り
ゐ
な
野
を

ゆ
き
の
あ
し
た
此
有
明
や
そ
ら
に
州
か
れ
の
は
な
す
L
き」

注
3
、
宗
長
手
記
。
「
か
ね
て
立
制
酬
の
事
あ
り
て
。
常
官
に
を
い
て
千
旬
。

山
市
碩
法
師
主
そ
ひ
く
た
し
：
・
初
日
三
川
組
問
一
向
吟
」

注
1
、

注
4
、
法
楽
千
旬
を
は
じ
め
、
光
貞
、
橋
村
新
次
郎
清
正
興
行
の
一
座
に
出

座
し
た
り
〈
さ
の
の
わ
た
り
）
、
西
行
谷
見
物
等
、
積
極
的
に
最
後
の

伊
勢
の
旅
を
味
わ
っ
て
い
る
。

注
5
、
大
神
宮
法
楽
千
句

注
日
、
一
二
一
川
下
り
（
国
会
図
書
館
本
、
野
坂
本
平
松
本
）

注
7
、
市
十
六
隆
公
記
六
月
廿
三
日
条
「
宗
長
有
害
状
、
当
時
在
伊
勢
関
山
田
云

」々

注
B
、
千
沖
山
記
。
那
智
寵
発
句
詞
室
田
（
北
野
神
社
本
）

注
目
、
同
日
平
八
月
廿
四
日
条
「
宗
長
法
師
伊
勢
国
に
あ
り
し
に
文
っ
か
は

す
と
て
」

机
問
、
伊
勢
千
旬
。
再
同
日
草
七
月
十
五
日
条
。
さ
の
の
わ
た
り
。

机
日
、
京
長
日
記
十
二
月
。

住
刊
は
、
再
日
日
草
六
月
十
四
日
条
「
宗
長
法
師
た
よ
り
に
つ
け
て
伊
豆
国
熱
海

の
湯
に
入
て
あ
か
る
と
て
柱
に
か
き
つ
け
し
と
て
」

注
目
、
古
典
文
学
大
系
「
歌
論
集
二
六
二
文
」

1
1
頁
数
・
行
数
は
桂
宮
本
に
よ
る
。

り
2
1
0印
は
桂
宮
本
と
同
一
な
る
こ
と
を
一
不
す
。

α3、
×
印
は
桂
宮
本
に
あ
っ
て
、
天
満
宮
本
あ
る

い
は
京
大
本
に
欠
く
こ
と
を
示
す
。
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弘8 7 日 2 
らillとこ 春

ん霞もやそ 1主
L、と

其 てはや 音1日
今朝んい r品~ 

fi 
はん
み

年今 本
け〉

と 天
も

× x x 満

t白~ 

本

と

事原本
も 。。× 

其



~I す

96 

2 12 12 10 10 10 9 9 

d心 ふ〉
前句 泊子ミ と し

本、歌-' 

前
イコ り ら
J、 る 合す

る 句
力、 J、

の
て
も

ふ〉 ま お そ
く し、 ふ， の。ら 句 す ゆ 。x x 。
台、 る ""' あ

る

t句鼻－草. ず応、 よ し
前句

り る
言司 。 る 。すl』 き × 

6 6 6 5 5 5 4 3 

な そ ま iこ た
前句

く て し し も て ひ
ま ら は l主
み れ ら

侍成
む む

人

""' し

なく
そ kこ tこ Tこ

前句
し や ひ

さ 。ら x 
み む
侍
証二L

""' し
な
く そ 前句
さ し し や
み て ら 。 。
侍 む
ぬ
J、、

し

2
一
ゆ
ふ
の

3
一
つ
け
て

つ 1艶
け

98 98 97 96 
10～ 
12 11 5,5 14 12 11 7 7 14 14 14 10 9 9 7 

の恩 山 」 山 日 岩 d心 句 ？こ う 月 あ 雪 l に や 立 や
心ひ と ま 木 く

なき も vi のせ れ れ 日 は 台、 ら 校 と
にし 思 +t る て .b の れ う の vt 
ゃに 0- し れ や ふ と

し 十主

と ま
JS, し

歌
山
と 」 ま 光 う 月 あ 様 立 や
L、 さ 木さ なき れ 日 は； 校 と

× ふ、 せ 。。。 。」ト れ 。。 や

高あ し る ふ、 と
な ，心 11 

る る ま
J、、 し
し

し山
とこ ま 日 光 ？こ う あ や 立 や
いさ さ く み れ れ は う 枝 と

× ふ せ き る ぬ d心 句 人 と ふ 。れ x x う や

寄あ
し '>. や る ふ〉 台、

な d心 ら
る る ま

""' し

- 31ー



1 DO 

11 7 7 7 3 2 12 12 10 8 8 5 5 2 2 2 12 12 

日也 は 旅 校 羽 散 タ 聖占 雲 人 を 候 む も え す 訪〈 風 な
て fこ z ζ D' 証二k 山 の z く'C く や ん f当、 Tこ の れ
ft ち す t土 の 患、 ゐ fこ る と

か
神女

t主 も
tこ 在：k

て 台、 を

な 〆コ }if( 校 七、 ち め「 耳E 人 人 を ？こ む ゆ ）武
る ゐ た す る 不に 山 の そ り く う

~－－－ 
つ 台、 な 明は 忠、 ひ や 。。。

し f;J: iこ 」 女神 は と
し

破損
ぬ ひ

て は
の
Tこ

＂定 て羽 & ぬ人 を む す 詠ゐ 風 な
？こ 二支日乙 山 はの そ く '/J、 れ。。ち 。か O 。 。おく 。ひ 。。fこ ？こ t土

す
神女

も る
力、 ふ

思
し は

11031 I 102 
1 o. 

7 3 3 13 11 8 ' 7 3 12 

艶 な 也 なと9月｜］ みち0月｜！ 
ム色、 7 i互；~ すり ずコ ． 

りの の L 8 さ
ま

都賀茂祭

七、
Jコ
り
の
」 の

ゅう
し、 な やに9月jJ 

茂1質J 

ふ3 8 4事
占ラ る く 」

な ~ ま ら 7 x す
り し マコ 七、

りの

のこ 祭都

と ち

にとI月ijJ 
ち卯賀茂月 8 梓

やの 」。。。ま 。7 × す
ペコ の

のり 祭都

c_ み

す
も
り
回
一

あ
は
L

手つA
り
」

」土1191__1旦

納
涼
に
・
：
一
旬

ゃ
う

と
L
ま
る
と
い
ふ

す
も
り
と

。

あ
ら
L

。

水

水

な
る
へ

l

な
る
へ
し

っ
と
M

っ
と
ふ

- 32 -

× 

。

様

さ
ま

と
L
ま
る
云



106 104 104 

10 10 5 13 10 6 3 13 10 10 7 7 6 4 

ii あ お や あ 妻 也 森
秋部 侍 津 成わ

入Tこ
，心 水 あ ゅう iJ> 

台、 ii も と く て の ら J、、 へか
なき う "" ら

な れ し る 也 」 秋 t工 な しぬ る み
歌句

け の
き ふ ろ ま と の る る の ん

台、 の も 初 歌 tこ
る 霧 ． か 今 の

あ せ
哉日 よ

や せ

よわ
あ あ お あ 霞 tこ 森 侍 めか iJ> あ れ
た tま も く て ． や れ るぬ

きもく "" う
な れ "" 

。る あ 」~ 秋 × t主 x よる 。。 る け 。
る む る ま や と t主 せと 歌 ん

の ． 来 あこ る
露 と あ る夏

し、 や け への
Aラ り しと。

あ と あ 侍 入 さ心 台、 あ 了簡
色、

Tこ く て や れ た まなき きく "" ら
な 。。 る あ 。。× fl × 。る

有もと
る

る ま や な も 歌
の と る へい る
露 L、。 しへ

ふ る

105 107 

11 10 7 3 13 10 10 10 7 6 5 3 3 14 12 11 11 

iこ11 忠、 侍 台、 月 」 つ ＇＞.台、 ゐな ふき う 色 し や 草 み ゆ 也 け
行 "' る ね ク1: ろ ま

そ鳴紅ら
のて りり ら め う え ふ〉

とは な 、ね も し 紅 て む fこ 台、 あ
12 り る との 」 し る け fこ
行 なふ や の な
と りり くかの 音 る
の いれflこ の
間 て な ゑ

そか

三の次頁 侍 台、 月 そ "':;J 
鳴と紅らゐな りき か 色 様 草 と な け

ね の ら ま て L、り ら ノ令 ノ今 ふ〉 る tこ

行ヵ：の2 
。 イコ 都 いの 紅 。 む 。か "' は

る ふふ こて し け し は
入・ なり のなくの の iJ> 
る3 るL、 くこ 音ー

なき。． へて れはゑ
4 しL な ふ3

法る立与天満宮本

居、 侍 月 そ りき 台、 色 し さ 草 み と な け
ふ〉 る 宮 ら 出り ら 々 み ま ノ苛 え ＆〉 る
は； 。 。。 車工 て む ばミ 台、 "' t土

し る け し t土
カ＝こ の 台、

同 し〉 はゑ 音 な
じ ~鳥ー 』E き



110 109 

13 12 g 8 6 12 11 g 8 1 6 5 4 14 

侍 艶
歌あ

台、 な よ 成 う L、 や心 雨 し と 衣 さ す人 松
る た iJ当 ろ "'-.. Tこ な なへ も

わす露も： 

け ま を や や風
り わ vi し し .¥. Jコるむ き ら 台、 台、

や れ き ね ま く ぬ な t土． ら る夜 る り
や さ

取所
.¥. t主 月 て

れ な秋 打明
て りを

ゅう 歌あ
台、 な よ な う L、 し た 衣 月 さ人 松
た 七、 ろ り Tこ な け ま さ むに の。 る 』土 は し ム てコ x d心 × さ ら や か風
れ の ね ま ぬ iJ> は

や t土 の な り． る て
さ tこ 打
れ す

偽＝
歌あ

力、 な よ な 。し、 露雨
し た 月 す人 松

る ？こ 台、 ろ り な ふわたの け ま さ さに の

や 。る t主 t主 し ． マコ × 。心する： さ ら 。や むか 風
れ の ま にる庵夜 ぬ 力、 ft 

や 。の や与のは な り

いと秋をれあ
る て

打

113 111 

2 13 12 11 g 8 1 1 4 12 11 6 5 2 2 2 14 

L、首；ミ 色 な
なき

.¥. 也 此 月
推柴

露
気色

ち
草な名に

し、 行 らさ み き 松
はふ く し、 世 つを よ ら 台、 J心 んひ る ぬ
ん事 "'-.. の .＼.み な り す りは 5、 を てに た

宿 る 契 てと ま
あら

く 艶 や
もこ も も ら な
と お す さ る
は き タ t工、 "'-.. 

ゐ の iJ> 

ぬ 色 ゐ し、 あ 此契 ゐ月 露
気景

ち の名草 t土Lかさ み j寺 秋
.[,, と る "'-.. る てを ら 行 ら0- る 衣
tこ 。る "'-.. み 。 ま 草むに 。d心んし や． そ も し つ く らは をふ ゆう。 の .¥. も なあ． 

へるすら
く な． 

お ら る。 き しタ さ "'-.. 

んO 色 ゐ
なく

:z::; あ 此契
。

椎柴 露 ち
草む名に し、 は行 しさ み 持 秋

と る る ら らt工 iJ> d心 ひ る 衣
;:_ "'-.. ． と 。ま

なるあら
をて や

と
． 

し く .¥. 艶． 。 。 も
へしすタ

く な
し、

．， ら る
』主 の さへ

凋
品
可



114 

14 14 13 13 10 10 日 6 4 3 2 12 11 10 7 6 6 6 3 

な な 一 水 台、 鴬 台、 Tこ や
枯木を

理 冬 十 折 題 6 ま；k み tま
り と 夜 ＂＂、 の J、、 る ら さ 部 日 枝 ． れ て め

と さ さ む ら て 7 ？こ た
ん ん ..---... ぅ町ι、 也 ． ？こ る

8 る

な 山 → 
氷 たか てコ や

木枯
破 寸ー お 題 6 ぬ お ほ

る JI I 夜 のへ る ら 損 月 り の ． れ り め

""' の を 返さ x 。 む の の × え う 8 た て Tこ
し な 玉 しん 風 た Tこ た ． る る

と ，さ にと を め る Vこ 7 事
さ ゃい 色 不 。 や
の ふ ,,, 明
と う

な 」ヲe 歌か 台、 ペコ や
木枯

。お 題 6 ぬ tま
る tま のへ ..---... る ら り の ． れ め
..---... 。。り かさ x ら む の 。× f専 歌 8 た 。た
し へん ん

風を
fこ る る

しと × る や 7 事
Uこし、 主主

やふ

117 116 115 

9 7 7 6 5 2 10 10 10 7 7 6 6 6 11 11 9 7 3 

し、 木絶 う
細代 よ 力、 月 月 詠 と 豊自 し、 き 立帰 ゃう と 人 を時 と

く ち る !.. よ る も ひ よ と L、 は 云雨 を
、ーー の る

時り
た み てり くふ 也は く

と にj霧II し :z>, 所
忠、

る 台、 な人 ひ
ら 也

侍ら
雨

秀司 嶋を
る ま

細代
すも

の 三3 人 も
な

ん や き

L、 う あ う 月 詠 と ゆ き 叉 う く
人も

云時
く ち し 台、 よ る う よ 立帰 人き

る な雨
重 × 河 ろ ""' x り × tこ 。み 人 るひ × 

の ． る を や と り ． へま
霧 し ． ち 秀句 き 也 しも

ら ヱミ の な な
れ り 時 く し
す 雨 と

し、 あ よ んか雨月 し、 き な叉 う と
人も をき時雨

く し れ !.. よ ひ よ くた
人き

ふ予
..---... 。。ろ る る り。。。。出 み ち 人 云は x 

． ． を た と 台、． の なひ
し、 ち る

秀句 え也 るま。..---... 
侍ら 時の 来り へも

り しな

← 9；； ー



120 118 

2 12 11 10 !3 2 11 11 8 7 12 11 

お
部恋 詠

庭火 半 ゆき れと今そ
d心 雪 哉 雪 野 雪 也 さ さ

住τ口七
間

iま 玉
天宣z言＝ξ 

の hこ ら 台、 山 駒 ひ ま よ
0 t主 t主 もし

跡も
ん な を し の り

七、 る み さ
な なき す
き f1 

思や と
や や

お
詠曲 庭火も

半 ゆき 一 跡も
雪 思し哉ら 庭

雪を
雪 さ 間

tま 天 行 ゃに の や ひ tこ
イコ × の や 日 な れ今そん 雪 み 語句 し x × 
台、 主ヨE管ミ き とあ 力、 す き

也なき
入 もしる な t主
る や る歌 と

の
i返 一

りお
詠出i 庭火も

半 雪 一や心 雪 思しゃ 庭 野 Iこ ま
ほ 天 や 行 t土 ゃにら の 山 や よ
マコ x 雲 日 跡も れ今そん 雪 を 。。× x り
力、

ともし有寄
台、 み

な 入 な な す
さ る き るの と
な Iこ ：返 t主

122 121 

8 8 7 7 11 11 7 5 3 2 14 14 14 13 12 10 10 3 2 

あ 用
侍ら

あ 台、 よ 妹 宿な よ 中 也 く な 夜 岩 也 其 へ：古き
は；し、

や d心 ふ〉 fこ の むこ と の る 台、 は 面 必か
ま を め よ け ． 」 き _I,, 立 か歌心を
り を れ Z工 ひ 雨 も や て ら見 し

t土 成 』主
す侍すら

f1 ． 
"" 

． 台、

付 し イコ り
る ね は；

あ 用
侍ら

あ るか よ 妹 宿 tこよ Z工 お 夜 君 し、 其 tこし、
や d心 ふ た 』主 なく と な り の ~ 面 必はカミ
ま め よ け の と O る 。立 也 影 × 台、

ち と を れ ． 雨
はも "" て せ

も と云 も し し

・＂＂ は
付 し 「コ 台、

ぬ ね り
tこし、

あ 侍ら あ 。。妹 ねよ
中を

し、 く お き し、
其面 へか：古歌き

てか
や ふ にと ~ る り み ふ〉 k主力、
ま 。め よ し、 。と "" 夜 Tこ 。 な 影 かを
ち と も 付 ふ も し ち り ら見 なし

ぬ "" や て す侍 らは
る し ． らすか

ペコ t主 り
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とと と は ひ た it. な 玉 哀を ベコ わ 君 月 よ 」ー 一と し、 し
りり 昔、 た た‘ー 語、 と の ら 台、 を な 』‘ 方 ま さ あ
台、 か

なき すら
ね

なさ 事を も さ ろ る し .b 

すく く と よ ら

文すも
の て の ぬ
み よ

文そ
t土 に し

一
や

と と i".t Tニ i".t 
祈侍

宝 京 dコ わ 恋 月 よ 」ー 一と 警被
り り 台、 叉ーー 台、 の を ら れ な 1. 方 る 損

返す
台、 な 。ね な を き の ま し の
4ヘ、 さ さ て ぬ た

． 

す文を
の 人 ら め

文 み の し 不
そ を ． 明

や

そと と は ひ た は な 玉 哀を マコ 恋 やよ 」吉凶 一と
筆さ

り り か た え> 台、 と の
きら

な L 方 る
台、 台、

なさ すら ね
なき 侍祈

を う 。。
人

の ま し

すえ "" ち ぬ

す文も
の ら
み て の し

文 』工 ． 
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3 2 14 14 9 6 2 12 11 11 8 7 5 4 3 14 13 13 12 

行目いと 雑部 ゃう 古口 督 な な あ み ひ 契 た ろあ 思 歌 我 遇
此 の 也、 と る う ま は く の もさ .b も を や 不

のふ の 君 る き ，． 語、 め 有む 有 君 逢

世中けし 艶句
』‘ た や 人

そ夢
ら し にき "" る す やた し は

き る 里
、，F．． 

6 J、

一
：・ 上記4 

督 あ
と月

様
如此句

な 。 叉 さ契 た ろあ 思 きの ら我 と 主量
の 台、 り

きう
ま や く の

あもむさ
ふ． 君内 とを 不

行行 x る -/;> み 人 にの 君 遇
のは J.. た 人 夢 l ら し りき もか な
間一 ゅう 月 る ？す L、 あっ
に元 日 也 や ふぉ るら t土
入頁 、，ー 哉の の
るの .I. 」 う

満塁天
さ

如此
な x あ 叉 さ Lあ な

みき我を
逢

ま 語、 ． り う ま く ろさ り な君 や 不
x の 。る fこ

人き
． 。台、 。

あもむき
。にt主 と 逢

句 J.. る 夢 すら
t主、

月 な りた のわ
主｜ 艶 り や やる 里れ
じ 、，ー を
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わ 名
道門 あ し、 を

侍ら れあ
舟詠

に子規き
お L、 山 き 社 う先 ｛色

すこ iこ や 台、 fこ よ や と と 」 す や 世な て
ら の し .... ま ん と と ろ ひ 尋 え れ のけ
し き き も 思 かカミ せ 入 さ 中か

家
11 まし ん ら れ
て ほて ん ぬ

釣
しはi 山 あ
き な

わ 名 開あ し、 を 侍
侍れ

な き郭 お L、ねき ねき す へに な
Tこ t主 や 台、 fこ る る 公と と L、こ こる しや き
ら の し ま ら と x ,,..... のろ ひ りえ え哉 と x て
し 道 の き ん し きか や ぬぬ お
と

家
fl かし せ 山 山 も

ま て ん Iこ tこ ふ〉

ほ Tこ？こ な
も し つ ペコ る

き
名

道門 もあ し、 を 侍 あ きし時鳥
お L、 」 るに

は や 力、 た る れ と と え へや。 の し ま ら と 。。の ろ ひ ぬ 。。しと 。。
道 の き ん き 台、 や 山 お

家
t主 カミし 見 も

まて ん 入 ふ3

ほ な

0

・
名
を
一
た
れ
と
・
名
を

い
ふ
は
か
り
の
・
露
一
い
ふ
は
か
り
の
・
一

の

ま

の

一

露

の

聞

の

一
そ

ふ

一

人

て

一

山

一

来りても

しろし

12 11 8 

と 都 と
,,..... や し、

来 ふ〉

て 同

［し

｜胡 な し
る り
,,..... 

そく
り し
て と

し、
ふ手

一一
詞

と

官人
な調し

t土 るり

Tこ
り

1132 

4 I 3 

聞い｜た
ふ｜れ
は｜も
カヰ・
りi名
・！の
露！
の

131 

I 12 11 3 5 5 4 3 12 

此世住
らい さ タ し ..[,, と明今 タ 台、

んか や ら 里 み 台、 もほ日 煙 な
もは め の ぬ き 有のの ． し

力、 台、 や か へとタ と み
Tこ り ？こ しい暮 し、

き イコ fl ふ明 ふ〉

c ら し 歌日
と 台、 なの

此世
カミし、 さ

暮里夕
し ふ ののへ生蓬 タ 力、

らか ら ら 台、 の な
の んは 。ん ぬ み 暮タ明露のきにい 煙 し
住 とか や の ひ
台、 り iJ> 自身つ
た iJ> fこ のはか 。
き てコ は 現今お
は ら ら ほ日く

は此世
カ山、 さ タ し いタ 台、

らか ら 里 ら ふの な
のんは x ん の ぬ 。× 煙 し
住 とか 台、 ・ ひ
台、 り fこ
fこ ペコ は や

． 
さ ら ら と

同
一
き
て
も

m
2一
し
ろ
き
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8 4 4 12 10 10 5 4 3 14 10 5 5 4 3 

るあ 輪廻
」 野 ま 花 り篠 と 風 台、 哉塩 へみ あ 也

ま と
遊を

も の 分 も は も み 字ら "" や れれしそ行・
？こ く な 下 は と け て く ぬ
を Z三 し し t主 t主 t主 とし物み欠行
t主 な は 台、 き 人をるく間
わ る t土

霞
文 をたに

た "" ら
字そ

そに下
せ し よ 春 れさの

花
：ミ嵐み

へ世路を3見のく
たあ 輪廻

」加

興遊
のま と は な ：ミみつ あ な なそし思る遠

せま と たも の も け り かをてし "" や る れれきひへ寺
るた し tこ を めな 本 × し すミはほ IQ. "" にそl物やしの

あ -:z:;; 不し の き むミ入に し しかをる雲
る L、

一明下量磁以

春ミぬか たも 人れ た の

を ペコ カミミるく めし をそ 回白
八 る な 磯 れ 不は な 台、 望
わ のぬ 明そ と な な

かお1望遠せあ 」

なるる興遊を
ま 花 ふ塩 へ見 な とそ

るま と も の らみ もら や る 思｜｜れ なも な山

た O と な も 。。。。くて しく 。 "" にそ しひ る寺
t主 へい し と のは は し しか きやへの

八 しひ の ぉ： く 人れ もる し雲
わ し、 ほ： も をそ のた の

た イコ ゆこ そ なをに眺

138 137 136 185 

3 2 12 8 4 3 13 g 8 8 4 4 3 14 14 11 8 8 8 

千年
や年 L、 侍 岩 七、 は中 な 筆 む 人 し、 台、

南北 也 な 侍 糸
の さ も る の き ゑ く つ も 台、 く り る

を 暮み と ． ね のさ ま な れ 震
し 」 や 更 こ め し ら あ 衣
れ そ とに ん ら
侍

侍れ覚

． は．
る 山 」 れ

伏 れ

千年も
り歳暮

L、
破損のそにこ

侍 。台、 は中 御 む た 云是
南北 破 侍 園

さ る
きう

L寸こ な イコ れ は 損 る
み や 更 と絵 く 。力、 。な /J> の の 。

ても たと ． ち の さ し ら く 樗 た や

し し、 めお
伏山

」 み ん れ 衣 め 」

ら
そきも

不ほ と 顕 不 れ

れ侍 明下以 の れ 明 ら
是 と t主

千年も
侍り歳暮

もし、 えVこ 侍 x 
垣内

中 御 筆 む 人 fこ らこ
北南 な 侍 図

さ侍も る な イコ れ はれ る や る
りに み りこ や 。 」 く も か て な れは 棲 ＂＇、
て も そ ． れ さ し 叉 ら とか 衣 し や
しい と 山 t土 め も ん いく 此
らそ お 伏 し、 ふれ 等
れ き tま の と あ は
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ゆき 野寺 我 まひ な 心も下句
な 入 外以

行の「に8献・満京天本・

恋 朝夕 と と お 台、
事也 巻

千年も． しと く と ぬ し ち ち も た
し 誰 とり ふ、ーて 」 """ き は は ら
、2町ーt ヵ、 」 め れ き す ひ

ム主ii!> 
ら や て
や

も 様句
は
7 

ゆ 我 らひ なく 様も下句
と 入

外以 Eの四8・1部頭旨の重
恋 朝夕

と 時 お 力、 巻 物三五
千年を台、 台、 まと な し ち も た の

し 。． しり さ d心は ま の さ は ら 事
さ 誰 をこ み もこ し す ひ な． と れ

行が3 ・
や る

台、 の ら は """ 
も

我あ
や 入 4 し
句 る・

野寺 我 あひ
様句も下句は 外以 恋 力、 し巻

fJ• らと し た の。は まり 。。。の さ 。。。。ら こ O 。
誰 しこ Jむこ ひ． もれ
台、 ら
も や

143 142 

9 6 5 2 2 14 12 8 2 11 10 8 7 7 7 6 

さ 演 な をき
句 Z三 す

吹き
の 立 上 よ や

年比 外様 事Zも工
う

残すむ 物ゆと り の d心 て み や t主 し と し
く て さ 』、 て は

すら
． あ の 台、

イコ ま 思 イコ し 台、 し
れ も －~、 ひ み の し さ
出 ら て
Tこ ん 出 や
る と

恩人
抗日 な をき

様も

ヱミ t土
来吹

の 立 うと と
様付 ヱ事三 お

る て み や は も し
の """ て 』、 り 思 出 さ か 。
マコ し Vi. て ふ く カミ し
れ ら 悲 も し さ
し、 ん iこ
て と や

と

さ な を 様句 吹 の ？こ 。 と
様付

し、 お の 物
て る き て み ち し b し 」、ー の
マコ 。""" て 。。 お や 。。

」- 事 る ゆ
れ し t主 ろ 昔 力、

出 ふ O iこ し
Tこ ら や き
る ん と
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_ll_l~J 1 1 11 8 7 7 7 7 4 4 g 6 日 5 2 14 13 

舟 lたあっ旅様うタ にわや句 旅空 iJ• L忍 台、 句か をこう
f;J: カミ イコ

影草
てひ よ 屋 な はな のや 台、 とき ち ひ

れ " ろ 察し ろ し んし うへ な橋 の す
む ん ひ しき し ~＞ を .b の りな 長

？こ

E也ー並幸の
き 都文 文 文 イ司 と 閑

る iこ を も t土 』、 な
や み う 7こ し、 る

":) し .¥.. ふ， t土

あ 様 な う Tこ 句 旅 山 文か てし 台、 彼 を う 舟 旅す
は る ペコ ひ

様且~』一・ 宿 な のな 句 iJ> き ち
れ 。 " ろ 枕タ

。。 し は し は ♂＼ な の 力、

し ふ〉 むん む fこ の と と た
台、 や みを 文 .¥.. L、 台、 と

草け
や 文 もう 句 ふ主 な も
」 を 事也

る の
の み し

あ ザコ な う
旅枕ゆ

な に句 旅 力、 みし しか 台、 事う 舟 とた
は 台、 る イコ り もの 宿 な つの なの あき
れ " 。" ろ × や様 。し .¥.. t土 し 句 。り橋 のの
.b し .b ふ、 よ ふ手 ん ふ t土 な と姿

台、 ろ 都 t工 文た と カミ と

草け し の
文を

も L し、 なも
き 文 な句 ふ〉 るな

147 146 

12 10 10 g g 6 5 3 3 14 11 g 8 7 4 4 3 

な
但或自 答罪 如何 な 我 ふ絶 も行 絶 た 舟 」 谷 み 夢 さ ヱヱ 時 らは

を し み ぬ 人 さ る の と み ん め 文 は カミる

と 7羽 を ら 力、 ね ね あ らか
を や ・ん や ヲ｜ ら り んに

可用
． 」ラー 台、 も
台、 と け

な な し、 て
り し み Jコ

我 答罪 我 しfこ 行 た 侍 、予ー
嶺谷 叉F 夢 さ τ広 時

上 むえ 人 え る 。と ん は め 事
× 。。 ぬに ぬ 也 t主 ぬ あ x 

ら ． カ込 り
やこ ん ら や

と
台、、、 。
な み

答罪 落 な 我う
fこ 。 侍 舟 え L、

し " る ん ふ〉。x " ~ 。な ヲ｜ 。。。。事 時 。． 
り 台、 あ

や け り． 。 や。 叉
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言司 し、 や あ と も駒 を を 名 花 た ：名也う て て や yコ ゆ
の や ふ あ Ii ヨミ も思 み t主 て あこ ちと う の く

よ 斗 t主 れ かや な や ． J、 らり な を ． ら
せ

れあ
れ む て へる

.,._.,. 様 さは け 11 重撃 ん

な む や り也 し ． らか き ． 
り fこ く 立 んり 侍 ;r:, 

る る μ主 て やの る！ の

J重一 也 d心
『ーー－－叫

を
五

をあ あ と も駒 を 名 。立
行

老 さ 。
は 11 L、 の 忠、 を て を 。ま

よ x 台、 t土 れ ふ〉 かひ x や 。 な な × 整 。
せ り れ ふ、 へや し け ． も

侍り
ふ、 や りる き

くに fこ 侍 ヨミ

るや ち る
台、 て 也

一
りこ ;r:, を あ か駒 お にを 名 て花 fこ る老 て さ 戸 ゆ

と け あ vi て もの も やみ を にち こを ま 台、

は O る 』主 れ かひ なや て 。L打＇O t主 重量 ま

を れ ふ
.,._.,. や .,._.,. x ろf色 ． も し

よ りる し ． なて し、

せ くに すこ り歎 .,G, 

侍 るや ;r:, ち 侍l

9 6 5 4 4 11 8 6 4 1 14 11 10 5 

本歌
の 鴬 興 五重 かひ 霞哉

と北い世
北野

し、 言霊 立日 有人 干衛丁 頭中
ひ あ

み の し 匂 はの ふを た 句 此 ての そ れ ら
り

藤春浪也ち山う
~ イコ は あ 将 た オュ

朝也

t工 所 ら る り と
し や も

と： さ
人 也 は
t土 り

本歌 ！驚 句議 破損 如此 な人 f末，，丁－－ L、 あ
や の て れ ら。。 × の × x 。。x の 饗 。た ぬ

fこ 事 も る
め お

や 不 ほ や

と 明 ペコ

也 一一
台、

鴬 思 後句
ひ 入9 し、 事かあ人 行 中 し、 あ

し 台、 る・ fこ はく りあ す て 将 れ ら
× の り 。。。10つ x のてる ゑ ？こ ぬ

行ら 」 し

き t土
のり
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不 事 fこ 夜
此花 ; わ声｜い心1-;事 花 風

も
可議思

候 る た かもふを規 也 を 吹
史コ

"" 
_<,. t主 ぬわ そ

覚候く
也 と か

候

事也
: ~ 桜
也

不 事 也 伊勢 ゎ｜方云む時 11 花 風
や

詞調に 重院殿 可 かもるを鳥 台、 t土 波 をi
議思

。× の ぬわ 還桜 を り
とか た

ノを は ぬ や ぬ。il• を る
り
也

御半。
不

なり此花
。と 台、 し、 d心 は 花 風 宿

や
議可思

申 fこ "" を か は 波 カミ

× の 。。。× t主・ t主 も る
遅桜
。り ま

力、 わ た
々 11 x り 台、 や ぬ

｛民 台、 な ぬ
り り

156 
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そ枯 う 種 タか也 者火 きタ 喜重 野 のな 出 萩 世 事 清 御 き i

らた "" s tこ の にし 句 風 さか it を の 7j( 核 よ

tこる し の や 回8ゃく かめ 秋 中 寺 し

を う と 望 れ りし

"" り ． 也 をと
t主 海

う
思

の ふ手

す 秋

そ 程 タ 笠 四5五主 野 L、 萩 世
清水 I 殺

ら 日 や 行・ 句 て を 中
も 。 と × x な6 x 1 x の 。。 り し・ し、 t主

7 へ
り

8 
の

一一一一一一一一

程 笠申 秋 官主 野 出 萩 世中 は清殺
れ へ やは眺 句 て

秋を
か 水。た し 0 とか望 。 。 り

るう L、 と

"" な波 "" り り
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也

x 

。。

な
と
の

な
と

解

釈

と

鑑

賞

狭

物

三五
ロロ

釈

解

衣

又
の
日
は
、
所
々
に
御
文
書
き
給
ふ
。
色
々
の
紙
の
、
色
は
だ

へ
な
ど
え
な
ら
ぬ
、
あ
ま
た
取
り
散
ら
し
て
、
墨
こ
ま
や
か
に
押

し
磨
り
つ
つ
書
き
給
ふ
。
御
手
は
、
「
げ
に
な
ど
て
か
少
し
物
の

心
知
ら
む
人
の
い
た
づ
ら
に
返
さ
む
L

と
、
見
ゆ
る
に
、
御
歌
ど

も
ぞ
、
な
べ
て
の
人
の
口
付
に
て
だ
に
を
か
し
と
も
見
え
ぬ
は
、

悪
し
う
人
の
ま
ね
び
た
め
る
に
や
。

〔
口
訳
〕

次
の
臼
五
月
五
日
の
端
午
の
節
句
に
は
、
中
将
の
君
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
お

手
紙
を
お
書
き
に
な
る
。
色
さ
ま
ざ
ま
の
紙
の
、
そ
の
色
や
紙
の
き
め
な
ど
の

何
と
も
号
一
口
え
ず
立
派
な
の
を
、
た
く
さ
ん
取
り
散
ら
し
て
、
墨
を
こ
ゆ
く
押
し

す
り
押
し
す
り
し
て
手
紙
を
お
書
き
に
な
る
。
そ
の
御
筆
践
は
、
「
ほ
ん
と
に

さ
ゆ
ら
し

さ
む
ら
し

さ
ゆ
ら
し

也

な
る
へ
し

。

（
本
学
助
教
授
）

（

9）
 

本

彦

田

義

ど
う
し
て
少
し
で
も
物
の
情
趣
を
解
す
る
人
な
ら
い
い
か
げ
ん
な
返
事
を
書
こ

う
か
、
い
や
、
き
っ
と
ま
心
こ
め
て
書
く
に
違
い
な
い
」
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
お

見
事
で
あ
る
、
が
、
御
歌
な
ど
は
、
普
通
の
人
の
つ
く
っ
た
も
の
と
し
て
さ
え
お

も
し
ろ
い
と
も
見
え
な
い
の
は
、
聞
き
伝
え
た
人
、
が
悪
く
誤
っ
て
言
い
伝
え
た

の
で
も
あ
ろ
う
か
。

〔
注
記
〕

。
叉
の
日
｜
前
に
「
卯
月
も
過
ぎ
て
五
月
四
日
に
も
な
り
に
け
り
」
と
あ
っ
た

の
で
、
こ
こ
は
五
月
五
日
、
端
午
の
節
句
の
日
で
あ
る
。
そ
の
端
午
の
節

句
の
お
祝
い
の
た
め
の
御
手
紙
で
あ
る
。

。
所
々
－
｜
次
の
「
左
大
将
の
御
女
」
「
一
条
院
の
姫
宮
」
な
ど
の
こ
と
で
あ

whvo 

o

色
々
の
紙
｜
当
時
手
紙
に
は
色
々
の
色
の
紙
を
用
い
て
い
た
。

。
色
は
だ
へ
「
色
は
だ
へ
」
と
い
う
語
は
、
竹
取
物
語
以
下
源
氏
物
語
な
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